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旧
大
津
百
町
は
江
戸
時
代
に
は
東
海
道
随
一
の
町
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
『
大
津
百
町
瓦
版
』
で
も
何
度
か
触
れ
て
い
ま
す
し
、
多
く
の
方 

が
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
町
の
賑
わ
い
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
引
き
続
き
、
多 

く
の
商
店
（
酒
屋
・
両
替
商
・
米
穀
商
・
干
鰯
屋
・
醸
造
業
者
）
が
業 

種
組
合
を
作
り
商
い
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。 

鉄
道
も
早
く
に
京
都
―
大
津
間
に
開
通
（
明
治
事
十
三
年[1

8
8
0
]

）、,

び
わ
湖
に
は
蒸
気
船
一
番
丸
が
塩
津
―
大
津
間
に
就
航
（
明
治
二
年 

[1
8
6
9
]

）、
長
浜
間
鉄
道
連
絡
船
就
航
（
明
治
十
五
年[1

8
8
2
]

）
び
わ 

湖
疏
水
に
よ
る
運
河
輸
送
（
明
治
二
三
年[1

8
9
0
]

）
ま
た
、
ロ
シ
ア
皇 

太
子
の
大
津
訪
問
（
明
治
二
四
年
［1

8
9
1

］）
な
ど
も
、
ま
さ
に
び
わ 

湖
を
要
す
る
中
心
都
市
大
津
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。 

 

明
治
十
二
年(1

8
7
9
)

東
京
・
大
阪
に
続
き
、
大
津
に
全
国
三
番
目
の 

商
法
会
議
所
（
現
商
工
会
議
所
の
前
身
）
が
で
き
ま
し
た
。 

  
 

 

こ
う
し
た
大
都
市
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
明
治
一
七
年
『
琵
琶
湖
涯
商 

工
産
品
録
』
と
い
う
冊
子
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
阪
・
堺
の 

川
﨑
源
太
郎
と
い
う
人
物
が
発
行
し
た
も
の
で
、
当
時
全
国
の
主
要
都 

市
で
も
同
様
な
銅
版
画
に
よ
る
図
録
を
手
掛
け
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
れ
は
副
題
を
『
豪
商
銘
工
魁
』
と
云
い
、
最
初
に
近
江
八
景
と
三 

井
寺
の
挿
絵
が
あ
っ
て
、
大
津
百
町
内
の
商
家
や
料
理
旅
館
、
内
国
通 

運
大
津
分
社
や
太
湖
汽
船
と
い
っ
た
会
社
な
ど
全
五
三
軒
分
の
店
先
の 

風
景
が
精
密
な
銅
版
画
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

次
ペ
ー
ジ
で
も
銅
版
画
に
よ
る
商
店
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
商
店
と 

し
て
は
残
っ
て
無
い
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
上
図
は
船
橋
砂
糖
商
店 

が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
こ
こ
の
お
宅
か
も 

？
と
分
か
る
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
。 
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会 

員 

雨 

森 

】 



 表紙 

尾賀えた他ってあき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙の『豪商銘工魁』に続く銅版 

画の一部です。ここに掲載していま 

す図は以前大津市歴史博物館にお願 

いし掲載の許可を頂いたものです。 

コピーのコピーで写りは悪く見難い 

部分が多いので、出来るだけ拡大し 

てみました。 

 店先にいろいろ書かれている商品 

名を良く見ると面白いです。 

上京町の『吉田常七商店』は東京小 

間物商として「羽織ひも品々」「珊 

瑚珠玉数品」「東京きせる」「金銀金 

物類いろいろ」まあ色んな小間物を 

売っていたのでしょう。 

 八丁上栄町の『岡村万次郎商店』 

は足装束類、旅に必要な物脚絆とか 

の物を卸しもするし小売もしていた。 

お店は八丁旅館街にあったようです 

から、よく売れたのでしょう。 

 川口町の『清水伊平商店』は見て 

の通り川口堀(現川口公園)にあった 

米穀屋、問屋か小売屋かは分かりま 

せんがきっと問屋だと思います。船 

から積み込まれる俵の量が半端じゃ 

ないし、物資の運送業も兼ねていた 

のですからね。 

 下の右は『小林亭』大津ステーン 

シヨ前(旧国鉄初期大津駅)ですから、 

宿泊客も多く料理屋も兼ねており、 

「金澤講」の吊り看からみると金沢 

商人の定宿にもなっていたのですね。 

 船頭町の『伊東源兵衛商店』は洋 

鉄ハサミ(西洋ハサミ)とかはかり、 

さらに硝子燈品ですからランプシェ 

ードも扱っています。中庭のある 

大層立派なお宅ですね。 

 ５３枚の絵は間口も大きく、人物 

の動きも細かく描かれています。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 赤紙で召集されて、京都にあった歩兵連隊に29歳で

入隊。１０ヶ月後の召集解除で自宅に戻ると、1942 年

２月に制定されたばかりの食料管理法によって、祖父の

代から受け継いできた米問屋が国に取られていました。

食料と名が付くものは生産から配給までがんじがらめ

の状態。「殺生な」と思いましたが、個人ではどうする

こともできない現実との直面でした。 

店は明治３年(1870)に大津市の中心部で創業しまし

た。当時から琵琶湖の浜は、船で米俵が運ばれると大勢

の作業員が牛車などに積み込み、ひしめくようにあった

各問屋に運ぶといった具合で、活気に満ちていました。 

私の店も米俵を担いだ作業員らの出入りが頻繁で、取

引は県外は京都市を中心に月１００俵(１俵60㌔)以上

ありました。店の奥の蔵には天候など不測の事態に備え

て３００もの米俵を保管するときもありました。 

大学を出た私は、父の下で販売や集金、自転車での配

達を担当しました。三代目を継ぐ意欲に燃えて、日本一

うまい近江の米を誇らしく思いながら売っていたので

す。それなのに、不自由なく買えた米問屋が、店をとら

れた上に家族４人分の配給を受ける立場になったので 

す。商売などで付き合いの合った大勢の人から窮状を訴え

られ、頼られても何もできなかったのはつらかったです。 

 その後、問屋時代からの付き合いで農業系団体の職員と

なり、二度目の召集では転勤先の東京からニューギニアへ

渡りました。現地では食糧の買い付け、配給などの担当で

したが、マラリアや赤痢などで無くなっていった多くの仲

間の姿を忘れることはできません。 

「国のために」と強制された一つの法律で、強制的に個

人の権利が侵害され、「おかしい」と主張する自由さえも

奪われました。国民のための法律は、人の命や財産を奪っ

たり、制限したりするものではないはずです。今、外務省

をはじめとして国の機関の職員は「相当の教育」を受けた

はずの人なのに、日本や周辺諸国の状況を考えずに行動し

ている、と映ります。時代を戻してはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

 

 

こ
の
瓦
版
前
号
の
「
秋
季
号
」
で
特
集
し
ま
し
た
、
江
戸
時
代
浜

通
り
の
蔵
屋
敷
と
米
屋
仲
間
株
の
話
に
加
え
て
、
表
紙
ト
ッ
プ
に
小

関
山
の
相
場
山
（
相
庭
山
）
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

十
一
月
六
日
付
の
毎
日
新
聞
夕
刊
に
左
写
真
の
様
な
記
事
が 

 

茨
木
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
玄
関
前
に
ひ

さ
し
に
届
き
そ
う
な
ほ
ど
大
き
な
碑
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

そ
こ
に
は
「
米
相
場 

京
え
知
ら
す
に
旗
振
り
し 

こ
こ
が
昔
の

相
場
た
て
山
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

さ
ら
に
記
事
に
は
、
江
戸
中
期
に
は
大
坂
の
米
相
場
は
全
国
基
準

に
な
っ
て
お
り
、
堂
島
米
会
所
の
相
場
情
報
の
伝
達
に
は
飛
脚
が
使

わ
れ
た
。
し
か
し
商
人
は
大
も
う
け
に
も
、
大
損
に
も
つ
な
が
る
情

報
は
一
刻
も
は
や
く
得
た
い
。
そ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
、
前
号
表
紙

に
掲
載
し
た
手
旗
信
号
に
よ
る
旗
振
り
通
信
で
し
た
。 

 

ま
た
山
上
で
は
黒
旗
を
、
低
地
で
背
後
に
障
害
物
が
あ
る
場
合
は

白
旗
を
使
い
、
快
晴
時
は
小
旗
、
曇
天
時
は
大
旗
が
振
ら
れ
た
と
あ

り
、
神
戸
市
・
須
磨
や
大
阪
・
交
野
市
に
は
「
旗
振
山
」
と
直
接
名

前
の
つ
い
て
い
る
山
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

  

 

まちづくり『大津百町館』の近くにある中野家住宅は国登録有形文化財の建物です。以前は「中庄商店」

という米問屋で、現在でもお家の表札は枡形の表札が掛っています。その住宅で高校まで住まいされていた

中野正和さん(「大津の町家を考える会」の会員)が、ずっと以前にお父さんが新聞の取材を受けられた時

(2003.6 武力攻撃事態対処関連三法に関し)の取材記事には、戦前の米問屋ことも書かれているのでと新聞記

事[2003.5.29朝日新聞/滋賀版]のコピーを持って来られましたので掲載いたしました。 

またお父さんが話されていた話ですが「中庄商店にも昔は家の裏に櫓があって、そこから相場山(小関山)

に相場の高下を送っていた」とのこともお聞きしました。 

 

 

        最近の「大津百町瓦版」の記事内容は二

回連載の旧大津町名の事、江戸の酒造業 

者の話、そして前回の湖岸に立ち並ぶ米蔵と旗振り通信の 

事など、読者の方々から感想や評判をお聞きして喜んでい 

ます。これからも読まれる瓦版を目指します。 [ Ｋ．Ａ ] 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 『大津の町家を考える会』の結成(１９９７)間もな

い 1999 年４月に「大津百町物語」をサンライズ出版

から発行しました。 

 この本は好評で何回かの重版を得 

て現在は絶版となっています。 

 町家を考える会は2001年６月 

に大津・丸屋町商店街にある空家 

を借りて市民参加型での改修工事 

を行い『まちづくり大津百町館』 

として再生オープンさせました。 

 大津百町館は明治３２年建築の  【大津百町物語】 

大店のお店であった建物、大津には築100年～150

年の建物はありますが、見学出来るのは百町館だけ 

です。 

 今回は『まちづくり大津百町館』の開館から２０

年になる節目に先の「大津百町物語」の続編を発行 

しようとなって、昨年１１月に大津の町家をふりか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

える右の様なＡ４版４ 

０ページの冊子を発行 

しました。同月２６日 

記者発表を行い新聞数 

社の滋賀版に記事が掲 

載されました。 

 大津の町家、町並の 

２０年が込められた今 

回の冊子を是非手に取 

って見て下さい。『まち 

づくり大津百町館』で 

印刷実費￥３００で扱  【大津の町家とまちを振り返る】 

っています。 

 

 
                          

 

以
前
、
保
育
園
長
を
さ
れ
て
い
た
西
田
久
美
子
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
が
、
地
域
の
お
母
さ
ん
や
お
年
寄
り
の
集
い
の
場 

を
設
け
た
い
と
思
っ
て
、
令
和
二
年
二
月
二
二
日
に

喫
茶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店
と
み
ん
な
の
広
場
「mannma

」
を
始
め
ら
れ
ま
し 

た
。
場
所
は
、
三
井
寺
観
音
堂
に
上
る
階
段
近
く
の 

元
三
井
寺
南
別
所
の
両
願
寺
の
あ
っ
た
所
で
す
。
長

く
放
置
さ
れ
た
お
堂
を
き
れ
い
に
改
築
さ
れ
て
オ
ー

プ
ン
―
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。 

 

も
と
も
と
お
堂
に
あ
っ
た
格
子
窓
や
蔀
（
し
と
み

戸
）
も
残
さ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
い
い
雰
囲
気
で
す
。 

 

二
月
に
開
店
し 

て
４
月
、
５
月 

は
コ
ロ
ナ
で
お
客
が
無
く
て
困
ら
れ
た
の
で
は
？
と
お 

聞
き
す
る
と
、
学
校
が
休
校
だ
っ
た
り
し
た
の
で
、
地 

域
の
子
ど
も
さ
ん
や
お
年
寄
り
が
散
歩
の
途
中
に
寄
っ 

て
も
ら
え
た
り
し
て
、
地
域
の
人
々
の
集
い
の
場
に
な 

っ
て
い
た
と
の
事
で
す
。 

 
 
 
 
 

ず
っ
と
空
き
お
堂
に
な
っ
て
い
た
の
で
、 

 
 
 
 

こ
の
喫
茶
店
が
で
き
て
、
地
域
の
人
か
ら
集 

 
 
 
 

え
る
場
が
出
来
た
と
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で 

す
。
お
堂
の
部
分
や
庭
を
使
っ
て
、
時
々
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

メ
ニ
ュ
ー
：
飲
み
物(

コ
ー
ヒ
ー
￥
４
０
０) 

ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
￥
１
０
０
０
等
々 

開
店
日
： 

毎
日 

定
休
日
：
月
・
火
曜
日 

営
業
時
間
： 

一
０
時
～
一
七
時 

住
所
： 

三
井
寺
町
一
一
―
五 

 

電
話
： 

０
９
０ 

１
８
９
４ 

７
４
７
９ 

駐
車
場
有 

一
七
時
以
降
貸
室
可
能 

モ
ッ
ト
ー
は 

で
あ
い
・
く
つ
ろ
ぎ
・
あ
そ
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

      

 

 


